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終末前主日 説教 「天地創造の時から」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 11 月 13 日  

マタイによる福音書 13：24-35

 天の御国の奥義を伝えるため、イエス様

は種をまく人のたとえに続いて、新たに三

つの譬えをお話しになりました。そこで、

先ず仰ったことが毒麦の譬えです。そし

て、次に仰ったことが、からし種の譬えと

パン種の譬えでありました。そこで、それ

ぞれを通し教えられることは、天の御国の

訪れを待ち望む私たちの信仰の姿勢です。

それは、カラシ種とパン種の譬えが示すよ

うに、天の御国は希望をもって待ち望むも

のであり、私たち信仰の姿勢はすべてここ

にかかるものだからです。再来週には、ア

ドヴェントを迎え、教会暦では間もなく 1

年が終わろうとしていますが、私たちが一

つの終わりを新たな希望の中に迎えること

ができるのは、その先にイエス様というこ

の大きな恵みを見つめているからです。カ

ラシ種とパン種の譬えは、この恵みの大き

さを私たちに改めて教えてくれているよう

に思いますが、まただから、御言葉も、将

来を希望の中に待ち望む私たちの信仰を次

のように語るのです。 

 「信仰とは、望んでいる事柄を確信し、

見えない事実を確認することです。」とヘ

ブライ人への手紙 11 章 1 節ではこう語ら

れているのですが、まただから、パウロも

この希望についてはこう語るのです。「見

えるものに対する希望は希望ではありませ

ん。現に見ているものをだれがなお望むで

しょうか」と、パウロがこう語っているよ

うに、今ははっきりと分からなくても、い

ずれ必ず私たちにははっきりと知らされる

時が来るのです。そして、その時はっきり

と知らされるものが神様の御心でもありま

すが、終わりの日、私たちがそれを知るの

は、イエス様のその姿をその目で見て、神

様のその大きさを肌で感じて、これまでの

すべてのことがそのままその心にストンと

落ちることになるからです。それが天の御

国の訪れというものでもありますが、です

から、私たちが抱く希望は決して絵空事で

はありません。日々希望の中に過ごすとい

うことはつまり、先ほどのヘブライ人への

手紙の御言葉が語るように、将来がいかに

可能性に満ち、いかに信頼できるかを我が

身をもって明らかにすることだからです。 

 

信仰者の現実 

 ただし、それが絵空事ではなく、必ず実

現することであっても、それを信じ信頼し

続けることは容易なことではありません。

カラシ種とパン種の譬えが語るように、結

論から申せば、全幅の信頼をもってその日

を待ち望めばいいだけの話ではあります

が、しかし、毒麦の譬えが語るように、そ

れは同時に、私たちを危うさの中に突き落

とすものでもあるからです。なぜなら、イ

エス様が、終わりの日までそのまま何もせ

ず、放っておくようにと仰るように、何も

変わらないままであることに私たちは耐え

難い気持ちにさせられるからです。そし

て、それは、私たちには、畑に蒔かれた種

の良し悪しを見定める力がないからだとイ

エス様は仰るのですが、従って、良いもの

も悪いものも渾然一体となってその日を待

ち望まなければならないのが私たちである

ということです。そして、このようにイエ

ス様が天の御国の期待値の高さを語ると同

時に、私たちの足下に置かれたその危うさ

について語るのは、それが私たちの信仰の

現実でもあるからです。 

 ですから、この毒麦の譬えには、二つの

意味があるように思います。一つには、自

らの力に依り頼むことの愚かさです。そし

て、もう一つはイエス様の愛の深さです。

その愛の深さゆえに手出しはするなと仰っ

ているからです。ですから、それはまるで

エデンの園にいたアダムとエバに向かっ

て、神様が善悪の知識の実からは決して食

べてはならないと仰ったことと、それと同

じことをイエス様が仰っているということ

でもありますが、では、イエス様は一体何
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を案じて余計なことはしなさんなよ、とこ

う仰るのか。 

 25 節には「人々が眠っている間に、敵

が来て、麦の中に毒麦を蒔いていった」と

あるのですが、深い眠りにつき、私たちが

まったく無防備の状態にある時、そこに近

づいてくるものとは一体なんでしょうか。

それは、私たちが深い眠りについているわ

けですから、そこでうごめいているものは

人間以外のものです。それをイエス様はこ

こでは敵と呼んでいるのですが、敵とはつ

まり、私たちを安息の状態から引き離す悪

しき力、つまりは悪魔ということです。従

って、そういうものにムキになって立ち向

かったところで、端から私たちに勝ち目は

ありません。だから、馬鹿なまねはよせ

と、こう仰るわけですが、ただ、だから、

イエス様は、私がなんとかするからとは仰

らずに、そのまま放っておけとだけ仰るの

です。ですから、このことは、私たちを耐

え難い気持ちにさせます。それは、信仰の

眼差しをもってまっすぐに足下を見れば見

るほど、私たちは何が何だか分からなくな

るからです。しかも、それが一向に改善さ

れぬまま終わりの日を迎えなければならな

いというわけですから、これは、想像する

だけでもなかなか辛いところがあるように

思うのです。 

しかし、辛かろうが何であろうが、それが

私たちの置かれた現実です。従って、それ

に耐え続けるのが私たちの使命であるとし

たなら、そこにしっかりと立ち続けるのが

私たちの信仰ということにもなるのでしょ

う。そして、私たちがそういうよく分から

ない中途半端な状態に立ちづけるのは、悪

魔が色濃く働いているところには、神様も

また色濃く働らいておられるからです。 

 ただ、耐えると言いましても、そもそも

のところで言えば、何が良くて何が悪いか

さえもよく分からないわけですからどうし

ようもありません。悪魔が付け入るのはそ

れゆえのことでもありますが、その付け入

り方は、イエス様に対する荒野での悪魔の

誘惑の出来事が示すように、悪魔のするこ

とは、私たちに対して牙をむき、襲いかか

り、震え上がらせるばかりではありませ

ん。その反対に、私たちの気を引き、気持

ちよくさせ、いつの間にか神様から遠いと

ころに連れて行こうとする、それが悪魔と

いうものでもあるのです。ですから、毒麦

の譬えを持って知らされていることは悪魔

の巧妙な姿です。終わりを迎えたその時に

ならないと、すべてのことははっきりしな

いとイエス様は仰るわけですが、このこと

はつまり、悪魔のこのやり方をイエス様が

認めているということです。ですから、私

たちが徒手空拳の勢いで力んで何かをしよ

うとしたとしても、イエス様もまたその力

量を認めているわけですから、結果は自ず

と知れているということです。 

 このように、私たちには分からなくて

も、良い種が蒔かれたところには、間違い

なくそこには悪魔がいるわけで、ですか

ら、そういう意味で私たちの信仰生活とい

うものは、とてもきわどいものだとも言え

るのです。ただし、このきわどさは、悪魔

との戦いの激しさを意味するものではあり

ません。分からないまま付き合い続けなけ

ればならないところでのきわどさであり、

また、分からないからこそ、その悪魔のこ

とを何とか見つけ出そうとして、間違った

判断をしてしまうところでのきわどさで

す。ですから、きわどさとはそういう面倒

くささを意味するものでもあるのです。そ

れゆえ、この悪魔については決して侮るこ

とはできません。けれども、侮ってはいな

いからこそ、そこで私たちは、時折耳にす

る「あっ悪魔だ」との声に引きづられるこ

とにもなるのです。幽霊の正体見たり枯れ

尾花と言われるように、私たちが人のそう

した声に振り回されたりするのはそのため

です。けれども、悪魔が私たちの手に負え

るものであれば、イエス様はここでこのよ

うなことを端から仰ることはありません。

できないことは初めから分かっていること

だからです。ですから、そうした決めつけ

るような声を聞くようなことがあっても、

私たちは耳を貸す必要はまったくありませ

ん。また、そう主張する人たちのことを否

定的に捉える必要もありません。端から分
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からないことを分かったように語ることは

間違っていることであり、それが間違いで

あることは、私たちにははっきり分かって

いるわけですから、慌てず焦らずにそうい

う者とは距離を取るか、その場から離れれ

ばいいだけのことだからです。 

  

不確実な中で 

 それよりも、問題は、いるんだかいない

んだか、それすらも分からない、でも、確

実にいる、このところで感じさせられる気

持ちの悪さです。しかも、それが私たちが

こうして集められている教会の中で起こっ

ているわけですから余計にそう思うわけで

す。そのため、誰もが思うことは、この状

態をなんとかしたいということです。けれ

ども、それがどうにもならない。ただし、

そこで私たちが忘れてはならないことは、

主の教会の中にそういうことがあっても、

これまで主の教会が悪魔色一色に染め上げ

られることはなかったということです。そ

れは、悪魔が色濃く働いているところに

は、神様も色濃く働かれているからでもあ

りますが、ただ、この矛盾こそが地上の教

会を神の教会として特徴づけることにもな

ったのです。ですから、そういう意味で、

イエス様が「思い煩うな」と仰っているこ

とは「なるほどそうか」とも思うのです。

なぜなら、そのままにしておくようにとイ

エス様が仰っているのは、このどっちつか

ずの状態を悩ましく思う必要はない、とい

うことでもあるからです。 

 教会の歴史を振り返れば分かることでは

ありますが、教会に悪い力が働いているの

はイエス様が仰るように間違いありませ

ん。けれども、神様の大きな恵みはそこに

置かれたものでもあるのです。つまりは、

よしんば悪魔によって教会が知らず知らず

のうちに大きな痛手を被ることがあったと

しても、それを上回る恵みをいただいてき

たのが地上の教会であったということで

す。ですから、そういう意味で、私たちが

信仰の眼差しをもってまっすぐにその足下

を見つめるということは、そこで私たちが

その時何を見つめているのか、この点が私

たちに問われているということです。そし

て、それは、具体的に私たちが何を見てい

るかということではなく、何が何だかよく

分からない中で働いている神様の確かさ、

これを私たちが見て、聞いて、感じている

のかということです。このことはつまり、

私たちが見つめるべきは、その確かな神の

御心であって、それ以外の不確実なもので

はないということです。ただ、どうしても

私たちのその目に飛び込んできてしまうの

がこの不確実なものでもあるのです。 

 そこで、この不確実なものへの対処方法

として、ユダヤの人々の中で大きな位置を

占めることになったのが律法主義、ファリ

サイ主義でもありました。それは、そうし

た宗教的努力によって、彼らがこの不確実

なものを取り除けると思ったからです。し

かし、彼らのそうした試みは、状況を返っ

て悪くするだけでことごとく失敗に終わる

ことにもなったのです。なぜなら、そうし

た宗教的努力は誰も幸せにすることはない

からです。それゆえ、私たちは、この毒麦

の譬えが示すようにそういう立場を取りま

せん。しかし、だからといって、私たちは

何もせずに終わりの日を漫然と待ち望んで

いるわけではありません。私たちもまたこ

の不確実なものと向き合いながらその日を

待ち望んでいるわけですが、それが今申し

ましたように神様の御心を一直線に見つめ

るということです。では、それはどういう

ことなのでしょうか。その答えは、もう少

し先に記されていることではありますが、

イエス様と律法学者とのやり取りの中で明

らかにされていることです。 

 

神様の愛の中で 

 一人の律法学者がイエス様を試みようと

して「先生、律法の中で、どの掟が最も重

要でしょうか」とこう尋ねたところ、そこ

でイエス様の仰ったことが皆さんよくご存

知の「心を尽くし、精神を尽くし、思いを

尽くして、あなたの神である主を愛しなさ

い。そして、同じように隣人をも愛しなさ

ない」というこの一言でありました。ただ

し、そこで言われていることは、いわゆる
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「ねばならない」ということではありませ

ん。愛という自らのその行為に拘ることを

イエス様は問題にしているわけではないか

らです。イエス様が仰る愛というものを私

たちがどのように学び、我がものとしてい

るのか、問われているのはこの「どのよう

に」ということでもあるからです。そし

て、私たちはそれを独学で、あるいは、学

校のようなところで強制的に教え込まれた

わけではありません。神様との関わりを通

して、イエス様をまねて、イエス様のお言

葉を大事にする中で、つまりは、私たちに

向けられた神様とイエス様のその思いの一

つ一つを聞いていく中で、少しずつ身に備

わっていったものが、イエス様が仰る愛と

いうものでもあるのです。 

 それゆえ、この愛は人と人とを支配関係

に置き、力尽くで物事を整えようとは思い

ません。それは、神様が私たちに見栄えの

良さを求められてはおられないからです。

洗練され、整った、そういう見栄えのいい

ものを神様は求めるのではなく、矛盾を矛

盾としてそのまま受け入れる中で現される

もの、それが愛というものでもあるからで

す。それは、矛盾を矛盾とも感じないよう

なこの未熟さを大事にされているのが私た

ちの神様であるからです。だから、イエス

様も「幼子のように」と仰っているわけで

すが、ですから、矛盾に満ちあふれ、手に

負えないと感じる幼子のような存在を、私

たちは毒麦と決めつけ、取り除こうとは思

いません。それは、そうした思い込みや決

めつけが私たちの中から失われたからでは

ありません。普通であること、当たり前の

こと、変わらないこと、難なく続けられる

こと、これらのことをどうしても求めたく

なるのが私たちであるからです。そして、

それは、私たちの置かれた現実がそれだけ

不確実で、常に危うさを兼ね備えているも

のでもあるからです。しかし、この私たち

にとってのこの普通のことを神様は望んで

はおりませんし、イエス様もまたそれを喜

ばれることはないのです。 

 天の国の扉はどのような人々に対し開か

れているものなのでしょうか。それは、神

様に愛されている人々、神様との愛の交わ

りに生きる人々、これらの人々に対し開か

れているものが天の御国の扉です。この三

つの譬えはそのことを私たちに教えてくれ

ているわけですが、ならば、私たちの信仰

の姿勢としてそこで求められているものは

何なのか。それは、ただただ神様とイエス

様との愛ある交わりの中にその身を置き、

最後まで歩み続けること、これに尽きると

言えるのでしょう。そして、それができる

のは、私たちが物事をすべて完全に何から

何まで分かっているからではありません。

信仰は分からなくなることがあるし、だか

ら、分かる必要もあるのですが、ただ、分

かったと思った次の瞬間には、また分から

ないとの思いに駆られるものでもあるので

す。では、その時私たちはどうすればいい

のか、それは、自分で決めずに、すべてを

神様に決めていただくということです。そ

して、決めていただくために何が必要かと

いえば、危なっかしい不確実なものに頼る

のではなく、私たちが今こうして経験して

いる確実なものに任せようとすることで

す。私たちは、自信が持てなくなるし、分

からなくなることもあるのです。この自ら

の罪におののく私たちに我が身を差し出さ

れたのがイエス様でもありました。この後

私たちが与る聖餐はイエス様のそのものに

命に与る時でもありますが、このイエス様

の命をいただくことが許されているがゆえ

に、私たちは神様の赦しの中に生きている

ことを実感することになるのです。御言葉

も聖餐もそのことを私たちに知らしめるも

のであり、それ以前に、洗礼によって罪の

赦しの中をすでに生きているのが私たちで

あるのです。そのことを日々確かめ、御国

までの歩みを共に続けて参りましょう。祈

ります。 
 

 


